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第 15 回ＯＤＡ評価ワークショップ 
－持続可能な開発目標（SDGs）の時代における評価能力開発－ 

 
プログラム 

第１日 （2018 年 2 月 7 日） 

9:30-10:00 開発セッション 

 

【開会挨拶】 
ルワンチャンドラ スリランカ国家政策経済省次官 

 増島稔 外務省国際協力局審議官 
【共同議長によるワークショップ議題説明】 
（共同議長） 
プリヤニャ・ドゥヌシンへ コロンボ大学経済学部上級講師 
湊直信 国際大学客員教授   

10:00-10:10 写真撮影 

10:10-10:25 コーヒーブレイク 

10:25-12:25 第１セッション  ODA 評価の役割と国際的潮流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【発表-1】「SDGs/アジェンダ 2030：評価の課題と機会」 
発表者：アリルド・ハウゲ 国際連合開発計画独立評価局副局長 

【発表-2】「SDGs：評価の価値付加の強化」 
発表者：マヤ・ヴィジャヤラガバン アジア開発銀行独立評価局課題・国 

別課 上級評価専門官 
【発表-3】「開発効果の学び・説明責任のツールとしての評価」 

発表者：シヴァニャーナソーティ スリランカ国家統合・和解省次官 
コメンテーター：新井和久 国際協力機構（JICA）評価部部長 
【議論】 

12:25-13:50 昼食 

14:00-15:00 第２セッション  SDGs への対応と取組－インドネシアにおける取組とその課題－ 

 
 
 
 
 
 

【発表-4】「『持続可能な開発目標（SDGs）の計画・運営促進に係る情報収集・確認

調査』からの学び」 
発表者：石田洋子 広島大学教育開発国際協力研究センター教授  

コメンテーター：イシャ・ウェダシンゲ・ミランダ スリランカ評価協会前理事、 
APEA 前理事 評価専門コンサルタント  

        リザング・リハットナロ  
インドネシア国家開発企画庁(BAPPENAS) モニタリング・ 
評価・開発管理システム課課長 

【議論】 
15:00-15:15 コーヒーブレイク 

15:15-16:30 セッション 3  各国における SDGs への対応と取組 

 
 

コメンテーター： 日野類子 外務省 ODA 評価室主査 
【議論】参加者に事前配布したアンケート結果に基づき、議論を実施 

19:00-20:30 スリランカ 国家政策・経済省主催の夕食会 
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第 2 日（2018 年 2 月 8 日） 

09:30-11:00 セッション 4 ODA 評価の多様性－プログラム/プロジェクトレベルの評価の取組 

 
 

【発表-5】「JICA 事後評価における『プロセスの分析』の新たな試み－インド『デリ

ー高速輸送システム建設事業（デリーメトロ）』の事例から－」 
発表者：野田光地 国際協力機構（JICA）評価部企画役 

【発表-6】「外交の視点からの ODA 評価」 
発表者：村岡敬一 外務省 ODA 評価室室長 

コメンテーター： ラム・プラサド・マイナリ氏 ネパール財務省 
【議論】 

11:00-11:20 コーヒーブレイク 

11:20-11:50 閉会セッション 共同議長サマリー 

12:00-13:30 昼食 
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共同議長サマリー  

第 15 回 ODA 評価ワークショップ 
2018 年 2 月 7、8 日、スリランカ（コロンボ） 

 
第１セッション: ODA における評価の役割と国際的な潮流 
本議題では ODA における評価の役割と国際的な潮流について議論が行われた。 

- 国際連合開発計画のアリルド・ハウゲ氏は、「持続可能な開発目標（以下、SDGs）」の課題と

評価の機会について発表を行った。発表では、「持続可能な開発のための 2030 年アジェンダ」

の構造に関し、その宣言部分、SDGs とターゲット、実践とフォローアップとターゲットの見

直しについて評価のための課題を中心に説明がなされた。 
- アジア開発銀行のマヤ・ヴィジャヤラガバン氏は、SDGs に関連する３つの主要なメッセージ、

すなわち、SDGs を評価のための新たな機会と捉えられること、国際的評価コミュニティにお

いて、より良い学習を求めること、付加価値を高めるきっかけとなる点を提示した。同氏は

包括的な成長、民間の収益性と開発の積極的な連携、地域協力の効果等におけるアジア諸国

における評価からの教訓について発表した。 
- スリランカからの発表者であるシヴァニャーナソーティ氏は、評価に於ける学習と説明責任

間のバランスについて、同氏の見解を共有した。彼は、SDGs 評価の時代における合同評価

と参加型評価を強調した。議論の中では、説明責任と評価能力開発のための合同評価の重要

性が示された。 
- 独立行政法人国際協力機構（以下、JICA）の新井和久評価部長は、SDGs の複雑な性質、共

同作業に対する評価と機会の重要性が増していることについて、発表者と共通の課題である

とコメントした。 
 

第２セッション:  SDGs への対応と取組－インドネシアにおける取組とその課題－ 
本議題では、インドネシア政府による SDGs の計画、実践、モニタリングと評価のプロセ

スと進捗状況が提示され、議論が行われた。 
- 広島大学の石田洋子教授は、現在 JICA が同国で実施中の「持続可能な開発目標（SDGs）の

計画・運営促進に係る情報収集・確認調査」からの発見・気付きについて、インドネシア政

府の国家の制度構造、グローバル指標の国・地域レベル指標での代替化、仕組みと手順、モ

ニタリングと評価における課題を中心に発表を行った。 
- インドネシア国家開発計画（BAPPENAS）のリザング・リハットナロ氏は、インドネシアに

おける SDGs の実践・モニタリング・評価の監督官庁である BAPPENAS の立場から、石田

教授の発表についてのコメントを述べた。その中で、インドネシア政府は、SDGs に関するデ

ータの収集・報告のみならず、 SDGs の“誰一人取り残さない”という点に重きを置いている

点を強調した。 
- スリランカ評価協会のイシャ・ウェダシンゲ・ミランダ氏は、インドネシアは SDGs のモニ

タリング・フォローアップにおいて他国よりも一歩先んじているとコメントした。また、ジ
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ェンダーの問題をどのように取り扱うかについて言及する必要があること、グローバル指標

の国・地域レベル指標での代替化のプロセスと基準について、とりわけインドネシア政府が

いかにしてそれらのマッピングと関連づけを行ったのか、即ちどのように解釈したのか、そ

してそれらの指標をどのように選択・変更したのかについて、明らかにする必要があると述

べた。 
 

第３セッション: 各国における SDGs への対応と取組 
本議題では、SDGs のフォローアップとレビューに関するアンケートの参加各国の回答に

基づいて、評価の文脈における各国の SDGs への対応と取組について発表がなされた。 
- 外務省の日野類子主査は、各国におけるSDGsへの対応と取組の傾向について簡潔に発表し、

フィードバックシステムの確立の重要性について強調した。 
- バングラデシュ、ブータン、マレーシア、モルディブ、モンゴル、ネパール、パキスタン、

フィリピン、タイおよび日本からの参加者は、SDGs の評価の文脈における各国の取組と対応、

その課題について情報を共有した。数か国の参加者からは、データ管理が自国の課題である

との発言があった。 
 

第４セッション: ODA 評価の多様性－プログラム/プロジェクトレベルの評価の取組 
本議題では、プログラムレベルとプロジェクトレベルでの多様な ODA 評価について議論

が行われた。 
- JICA 評価部の野田光地企画役は、インド・デリーにおける高速輸送システム建設事業のプロ

セス分析を事例として新しい評価のアプローチについて発表を行った。同氏は、評価の目的

とされる説明責任と学習のバランスをとるために、従来の事後評価によってもたらされた教

訓をプロジェクト・エスノグラフィー（※）を通じたプロセス分析が補完する点を強調した。 
- 外務省の村岡敬一 ODA 評価室長は、外交の視点からの ODA 評価について発表を行った。同

氏は外交の視点からの評価への要請について、また最近の 2つの事例について紹介を行った。 
- ネパール財務省のラム・プラサド・マイナリ氏は、定量分析と因果関係分析の重要性につい

て言及した。 
 
※注 人類学のフィールド調査の記録手法であるエスノグラフィー（民族誌）を用いて開発

プロジェクト（事業）の実施プロセスを記録する手法。 
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発表要旨 
（発表順) 

第 1 セッション 
 
発表１:  SDGs/アジェンダ 2030：評価の課題と機会 
アリルド・ハウゲ 国際連合開発計画独立評価局副局長  

持続可能な開発目標（以下、SDGs）またはアジェンダ 2030 は、開発分野への政策目標の新し

い章をもたらす。したがって、指標およびターゲットを伴う目標は、普遍的な共通の目標である

だけでなく、評価者が開発関係者の業績を判断する必要があるという最終的な目標でもある。し

かしながら、多くの課題が明らかとなっている。 
- 目標の不明瞭さ：暫定的な進展の度合いを設定/コミットする 
- 複雑さ：目標の相互関連性 
- 測定可能性：指標の不備 
- 因果関係：帰属か貢献か 

組織にとっては、事前に効率性への期待を述べるのは容易であるが、評価者は、SDGs の進展

に対して影響を及ぼす、複数の関係者および要因の変わりやすい影響を見極めることがますます

求められるだろう。独自の組織的な比較優位性および相対的価値の追求を、影響を受ける国際的・

国内的・地方レベルの関係者間で厳格性と正当性とを組み合わせつつ検証することは難しいだろ

う。にもかかわらず、評価の専門家が SDGs と有意義な関係築く機会は数多くある。 
- SDGs レビューの枠組みの強化 
- 国家評価能力の開発 
- 技術、ビッグ・データ、地理情報 
- 公共、市民社会の情報へのアクセス 
- 国連開発システムの改革 
- 国連評価グループ、合同評価および共同監査 

 
発表２： SDGs：評価の価値付加の強化 
マヤ・ヴィジャヤラガバン アジア開発銀行独立評価局課題・国別課 上級評価専門官 

この発表では持続可能な開発目標（以下、SDGs）に関連する３つの重要なメッセージを伝える

ために、ADB（アジア開発銀行）の評価の経験と教訓を共有していく。 
３つの重要なメッセージとは、第１に、SDGs は新たな課題を伴うのではなく、むしろ評価の

ための新たな機会をもたらすこと、第２に、SDGs は、３つの疑問（何が機能するのか／何が機

能しないのか／国・地域・ODA 実施機関の間でなぜ違うのか。）に関するより良い学習を求めて

いること、第３に SDGs は国際評価コミュニティに付加価値を高める７つの義務を喚起すること

である。 
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発表３： 開発効果の学び・説明責任のツールとしての評価 
シヴァニャーナソーティ スリランカ国家統合・和解省次官 

政策、プログラム、プロジェクトの開発評価は、主に 2 つの目的のために行われる。従来の目

的は、結果に対する説明責任を強調する方向に向かっている。プログラムやプロジェクトのモニ

タリングは定期的に実施され、インプット（投入）、アクティビティ（活動）、アウトプット（実

績）だけを見ているのに対して、評価は成果や影響の達成度を検証している。したがって、評価

は、独立で信用でき公平でなくてはならず、外部者により実施することが推奨された。他方で、

近年、評価はより学習指向であり、合同評価の実施やパートナー・ドナー間の合同評価に関心が

高まっている。そのような評価は、将来のプロジェクトやプログラムの計画と実施を強化を目指

し、プログラムの関連性・実施の効率性・有効性・影響力・持続可能性について、計画・実施・

実施後の成功と失敗から学ぶことに重点を置いている。 
議会への説明責任に加え、合同および被援助国・ドナー間の合同評価を通じた開発効果を向上

させるための学習は、最近の傾向であった。発表では、需要側・供給側の制約をそれぞれ検証し、

行政機構における開発評価の制度化、主流化および専門化を強化するための戦略を推奨する。ま

た、能力開発の取り組み、普及・フィードバックの準備、そして有意義な学習指向の評価を可能

にする行政機構における学習に適した制度構築についても説明する。さらに、開発効果を達成す

るための評価の成功を支える、国家評価政策の重要性やその他の効果的な要因が検討される。さ

らに、有効的な開発を達成するためには、評価の独立性、信頼性、効用の適切なバランスを確保

することも必要である。 
この発表の焦点は、被援助国の視点から、ドナー主導の評価に対抗し、合同評価を含む被援助

国による、被援助国主導の視点に基づく評価を検討することにあり、被援助国主導の評価は、有

効な開発の国際的な傾向につながるとみられる点が強調される。被援助国による評価については、

事例を用いて検討する。 
 
第 2 セッション 
 
発表４： 「持続可能な開発目標（SDGs）の計画・運営促進に係る情報収集・確認調査」 

からの学び 
石田洋子 広島大学教育開発国際協力研究センター教授 

インドネシア政府は、新たな国際開発アジェンダ「2030 アジェンダ」の効果的な実施だけでな

く、国家中期開発計画（RPJMN）の目標の達成に貢献するために、モニタリングと評価を確立

している JICA や国連開発計画（UNDP）、ユニセフ、オーストラリア政府、ドイツ国際協力公

社（GIZ）などの開発パートナーと協力して SDGs のモニタリング評価システムを構築している。

本調査は、国際開発センターと広島大学の共同研究として、インドネシア国家開発企画庁

（BAPPENAS）の SDGs 事務局と協力し、JICA の資金協力・監督を受け実施された。この調査

の目的は、インドネシアにおける SDGsへの取り組みの全般的な状況をレビューすること、 SDGs
の目標/指標を確立し達成するために、既存の政府機関でのモニタリング評価の枠組みを可能にす
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る提案を作成すること、 能力開発のための JICA の技術協力のよりよいアプローチについて議論

することである。自国の社会経済発展を監視するために必要な 69 のインドネシア固有の指標をグ

ローバル指標に加えることにより、インドネシアは SDGs で掲げられる 17 の目標に 319 の指標

を設定している。インドネシアにおけるモニタリング評価の能力開発に考慮すべき大きな課題は

以下 3 点を含むと考えられる。第 1 に SDGs 指標と国家中期開発計画（RPJMN）プログラムの

成果との因果関係の明確化と判断の方法、 第 2 に自治体へのモニタリングとフィードバック方法、

第 3 に非国家団体、慈善団体のモニタリングおよび協働の方法である。 
 
第４セッション 
 
発表５： JICA 事後評価における『プロセスの分析』の新たな試み 

－インド『デリー高速輸送システム建設事業（デリーメトロ）』の事例から－ 
野田光地 国際協力機構（JICA）評価部企画役 
評価からの「学び」の観点を含め、開発プロジェクトの実施プロセスに焦点を当てる「プロセ

スの分析」は国際的潮流であり、世界銀行が主導するグローバル・デリバリー・イニシアティブ

（GDI）に見られるように、ドナー機関の間でも共通の関心事項となって来ている。 
このような動きに対し、JICA はプロジェクトの効果発現の「プロセス」の確認および分析の深

化を目指した「プロセスの分析」の手法の整理に取り組んでいる。評価の目的とされる「説明責

任」と「学び」の適切なバランスのもとで、「プロセスの分析」は、プロジェクトの評価にあたり、

定性面、「どのように（How）」と「なぜ（Why）」を深く分析し、定量面、「何（What）」に焦点

を当てた OECD / DAC（経済協力開発機構 開発援助委員会）「評価 5 項目」による従来からの評

価を補完する役割を担い得る。 
これまで、JICA は複数の分析アプローチを用いて、インド、ケニアの各プロジェクトで「プロ

セスの分析」を試行している。分析アプローチの一つ、「プロジェクト・エスノグラフィー」は人

類学のフィールド調査の記録手法であるエスノグラフィー（民族誌）を用いて開発プロジェクト

の実施プロセスを記録する手法である。「プロジェクト・エスノグラフィー」によるアプローチは、

多角的な視点からの「『現場』のリアリティ」の再構築をし、それを物語のフォーマットで記述す

る点が特徴であり、これにより読者に現場を追体験させ、自ら実践的な教訓を引き出す一助とす

ることが企図される。 
本発表では、インドの「デリーメトロ」をケースに、「プロジェクト・エスノグラフィー」の手

法を用いた「プロセスの分析」事例を紹介する。 
 
発表６： 外交の視点からの ODA 評価 
村岡敬一 外務省大臣官房 ODA 評価室長／OECD/DAC 開発評価ネットワーク副議長 

日本は、2011 年以降、開発協力が外交政策との関係で国益にどのように貢献したかに関する評

価を実施している。本発表では、外交的視点と評価の取組とその課題について、日本が支援する

国々に伝える事を目的とする。 
日本では、国会と納税者の要請に応え、開発協力への努力が日本の外交や国益をどのように支
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えているかを評価するために、ODA 評価室は外交の視点からの評価に使用される標準的な検証項

目と検証ツールを作成した。 
本発表では、2016 年度に実施した「タンザニア国別評価」と「環境汚染対策の日本の取組の評

価」における開発視点からの ODA 評価結果を示す。 
さらに、外交の視点のからの評価に関連する提言、および政策担当者の提言に対する対応方針

を紹介する。  
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発表者プロフィール 
(発表順) 

 

アリルド・ハウゲ  

国際連合開発計画独立評価局副局長 
国際連合開発計画独立評価局の副局長であり、国連評価グループ(UNEG)の執行コーディネー

ターである。2005〜2015 年には、国連事務局の内部監査部(OIOS)の評価部長を務め、事務総長、

総会、専門監督機関が検討する一連のテーマとプログラムの評価を監督した。1999 年から 2005
年の間に、様々な国連機関と世界銀行のモニタリング評価アドバイザーを務めた。1990 年から

1996 年までジンバブエとスワジランドで勤務。マンチェスター大学で経営科学の博士号を取得し

ている。 
 
マヤ・ヴィジャヤラガバン 
アジア開発銀行独立評価局課題・国別課上級評価専門官 

アジア開発銀行の独立評価局課題・国別課の上級評価専門官である。過去 20 年に渡り、アフリ

カ、アメリカ、アジア、ヨーロッパの各国で勤務。世界銀行グループに所属していた経歴を持つ。

2013 年に独立評価局入局以前は、アメリカ合衆国政府のシニアエコノミストを務めていた。アメ

リカ合衆国保健福祉省での 12 年間の在任期間中には、複数の国・パートナー・分野のチームを管

理・指導し、業務、研究、評価において成果をもたらした。独立評価局では、テーマ別、国別、

セクター別、プロジェクトレベルでの評価を統括している。米国クレムソン大学で応用経済学の

博士号を取得。 
 
V・シヴァニャーナソーティ  
スリランカ国家統合・和解省次官 

スリランカの国家統合・和解省次官。現職以前には、刑務所改革・復興・再定住・ヒンドゥー

教省次官を務め、またプランテーション省次官、伝統産業・小企業開発省次官を務めた。また、

海外援助・予算モニタリング局長を務めた経験があり、多数の開発プロジェクトやプログラムの

実施段階および実施後の評価を行った。スリランカにおける評価情報システム（EIS）と電子プ

ロジェクトモニタリングシステム（ePMS）を立ち上げた。 
OECD のドナー８か国と被援助国 11 カ国を含む援助効果に関するパリ宣言の実施評価の共

同議長を務めた。また、コロンボ大学、スリヤジャワデネプラレゲプラ大学などの研究機関で、

開発評価の専門家として貢献している。またカナダのカールトン大学の「開発評価のための国際

評価プログラム（IPDET）」において開発評価を担当した。 
コロンボ大学では経済学栄誉賞を受賞。英国ブラッドフォード大学にてプロジェクト立案とマ

ネジメントの修士号を取得している。また、スリランカの公認会計士協会の会員であり、英国の

会計士協会の会員でもある。 
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石田洋子  
広島大学 教育開発国際協力研究センター教授 

25年にわたり国際開発コンサルタントを務めた後、2015年 10月に広島大学で勤務を開始した。

国際開発コンサルタントを務めた期間には、2015 年度「日本の教育協力政策評価 2011-2015（外

務省の第三者評価）」など様々な政策/プログラム/プロジェクトレベルの評価に参加した。日本評

価学会の理事であり、自信の現場での経験に基づきミックスド・メソッド（※）を用いた能力開

発プロジェクトの評価のあり方について研究している。 
2017 年 1 月から国際開発センター（IDCJ）と広島大学が共同企業体を組み JICA の委託を受

けて実施している「インドネシア共和国における持続可能な開発目標（SDGs）の計画・運営促進

に係る情報収集・確認調査」のチームメンバーを務める。 
※注 量的調査と質的調査を合わせる研究法。 
 
野田光地  
国際協力機構（JICA）評価部企画役 

1989 年に海外経済協力基金（OECF：旧 JBIC（国際協力銀行）の前身の一つで有償資金協力

実施機関。現 JICA に承継）採用。ODA プロジェクトに関する審査、貸付、監理等の業務中国、

イギリス、ケニアでの在外勤務等を経験。現在、JICA 評価部において、インパクト評価の統括業

務、世界銀行が主導するグローバル・デリバリー・イニシアティブ（GDI、※）などドナー機関、

OECD/DAC の開発評価ネットワークとの連携業務を主に担当している。早稲田大学で政治学、

国際関係論を専攻、東京大学公共政策大学院で修士号を取得している。 
※注 開発プロジェクトの実施上の共通課題（デリバリー・チャレンジ）を共有する国際的ナレ

ッジマネジメント、シェアのプラットフォーム 
 
村岡敬一  
外務省 大臣官房ODA評価室長 

1980 年に国際協力機構（当時の国際協力事業団、現 JICA）に入団。現職（2015 年 1 月～）以

前は、JICA にて企画・評価部援助協調室長、広報室長、公共政策部次長、評価部長など、数多く

の役職を歴任。海外では、国際連合日本政府代表部、在エジプト日本大使館、JICA オーストリア

事務所での勤務経験がある。2003 年から 2005 年の間、国際原子力機関（IAEA）の事務局長に

技術協力政策や戦略を助言する常設技術協力諮問委員会のメンバーを経験。現在、OECD/DAC
の開発評価ネットワーク（EvalNet）の副議長を務める。 
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